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■
日
本
を
訪
れ
る
多
く
の
外
国
人
は
、
日
本
人
の
優
し
さ
に
直
接
触
れ
て
、
中
国

や
韓
国
が
世
界
中
で
喧
伝
し
て
い
る
日
本
軍
の
「
悪
行
」
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
ど
の
民
族
も
過
去
と
現
在
が
大
き
く
か
け
離
れ
る
こ
と
は
な
く
、
本
質

的
な
部
分
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
か
ら
で
す
。

そ
の
疑
問
を
解
く
鍵
は
、
ラ
ダ
・
ビ
ノ
ー
ト
・
パ
ー
ル
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
（
以

下
：
東
京
裁
判
）
イ
ン
ド
代
表
判
事
が
、
判
決
書
に
「
時
が
熱
狂
と
偏
見
を
や
わ
ら

げ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
ま
た
理
性
が
虚
偽
か
ら
そ
の
仮
面
を
剥
ぎ
と
っ
た
あ
か
つ
き

に
は
、
そ
の
と
き
こ
そ
、
正
義
の
女
神
は
、
そ
の
秤
を
平
衡
に
保
ち
な
が
ら
、
過
去

の
賞
罰
の
多
く
に
、
そ
の
と
こ
ろ
を
変
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
」
と
記
し
、

被
告
全
員
に
無
罪
判
決
を
出
し
た
事
由
に
あ
り
ま
す
。

1
9
4
5
年
8
月
30
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
が
厚
木
基
地

に
到
着
し
た
と
き
、
日
本
国
内
に
は
57
個
師
団
、
14
個
旅
団
、
45
個
連
隊
、
計

2
5
7
万
6
0
0
0
人
の
兵
力
と
約
1
万
機
の
飛
行
機
が
残
存
し
、
完
全
武
装
の
軍

隊
が
東
京
周
辺
だ
け
で
も
22
個
師
団
30
万
人
が
臨
戦
態
勢
で
待
機
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
日
本
は
昭
和
天
皇
の
「
ご
聖
断
」
に
よ
っ
て
自
ら
武
器
を

置
い
た
の
で
す
。

昭
和
天
皇
は
、
大
東
亜
戦
争
の
遠
因
を
第
1
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議

（
1
9
1
9
年
）
で
日
本
が
提
出
し
た
「
人
種
差
別
撤
廃
決
議
案
」
が
、
賛
成
多
数

に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
国
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
議
長
が
採
択
を
拒
否
し
否
決
し
た
こ
と

に
触
れ
、「
日
本
の
主
張
し
た
人
種
平
等
案
は
列
国
の
容
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、

黄
白
の
差
別
感
は
依
然
現
存
し
加
州
移
民
拒
否
の
動
き
は
日
本
国
民
を
憤
慨
さ
せ
る

に
十
分
な
も
の
で
あ
る
」（『
昭
和
天
皇
独
白
録
』）
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ー
バ
ー
ド
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
は
「
若
し
吾
々
が
日
本
人
を
挑
発
し
な
か
っ

た
な
ら
ば
日
本
人
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
様
な
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」（『
東
京

裁
判 

日
本
の
弁
明
』
小
堀
桂
一
郎
編
、
講
談
社
学
術
文
庫
）
と
、
日
米
開
戦
を
総

括
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
2
次
世
界
大
戦
中
、
米
国
は
、
敵
国
で
日
系
人
だ
け

を
12
万
人
以
上
拘
束
し
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
な
ど
十
数
カ
所
の
強
制
収
容
所
へ
収
監
し
て

い
ま
し
た
。

昭
和
天
皇
の
ご
聖
断
は
、
人
類
と
文
明
を
米
国
の
「
野
蛮
」
か
ら
護
る
た
め
だ
っ

た
の
で
す
。

米
国
は
〝
戦
時
国
際
法
〞
を
無
視
し
て
広
島
·
長
崎
に
原
爆
を
使
用
し
、
東
京
で

は
青
山
・
原
宿
・
渋
谷
・
新
宿
・
池
袋
な
ど
山
の
手
を
含
め
、
都
市
無
差
別
絨
毯
爆

撃
を
実
施
し
て
、
被
災
者
約
3
1
0
万
人
、
死
者
11
万
5
0
0
0
人
以
上
、
負
傷
者

約
15
万
人
以
上
、
損
壊
家
屋
約
85
万
戸
、
東
京
都
の
5
割
を
廃
墟
に
し
た
人
類
史
上

最
大
級
の
「
人
道
に
対
す
る
国
家
犯
罪
」
を
実
行
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
情
景
を
朝
日
新
聞
（
1
9
4
5
年
3
月
14
日
付
）
の
記
者
座
談
会
【
羅
災
地

の
実
体
に
触
れ
て
】
が
、
的
確
に
伝
え
て
い
ま
す
。《
…
記
者
三
：
羅
災
地
を
見
て

き
の
う
ま
で
の
自
分
と
い
う
も
の
が
実
に
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
敵
愾
心
の
何
の
と
言

い
な
が
ら
き
の
う
ま
で
の
敵
愾
心
が
、
敵
愾
心
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
な
か
っ
た

こ
と
を
痛
切
に
感
じ
る
の
だ
。

「
１
９
３
７
南
京
」

日
米
中
歴
史
戦
完
結
―
―

「
南
京
城
内
」の
特
定
で
き
る
民
間
人
死
者
数
は「
34
人
」だ
っ
た

水み
ず

間ま　

政ま
さ

憲の
り  

66
歳

近
現
代
史
研
究
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

優
秀
賞
（
社
会
人
部
門
）
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あ
る
」
を
無
視
し
て
、「
連
合
国
側
の
不
利
益
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
の
配
信
を
禁
ず
る

指
令
」（『
共
同
通
信
社
35
年
』
社
史
）
を
秘
密
裏
に
発
し
、
実
質
的
に
「
日
本
列
島

洗
脳
政
策
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
最
大
の
目
的
は
、
戦
時
国
際
法

違
反
の
「
原
爆
使
用
」
と
「
東
京
大
焼
殺
」
を
封
印
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

実
際
、
広
島
原
爆
慰
霊
祭
の
記
事
は
、
1
9
5
2
年
の
主
権
回
復
ま
で
封
印
さ
れ
、

「
東
京
大
焼
殺
」
慰
霊
祭
の
記
事
は
、
主
権
回
復
後
も
米
軍
に
新
聞
用
パ
ル
プ
が
、

統
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
1
9
5
5
年
ま
で
封
印
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
G
H
Q
は
、
占
領
政
策
の
障
害
に
な
る
「
言
論
の
自
由
」
を
無
力
化
す

る
た
め
、
日
本
は
「
無
条
件
降
伏
」
し
た
と
、
喧
伝
し
始
め
た
の
で
す
。

実
際
、
無
条
件
降
伏
を
し
た
の
は
、
日
本
政
府
で
は
な
く
「
日
本
軍
」
だ
っ
た
の

で
あ
り
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
13
項
「
我
々
は
日
本
政
府
が
全
日
本
軍
の
即
時
無
条
件

降
伏
を
宣
言
し
、
ま
た
そ
の
行
動
に
つ
い
て
日
本
政
府
が
十
分
に
保
障
す
る
こ
と
を

求
め
る
…
」
と
、
有
条
件
降
伏
を
保
障
し
て
い
た
の
で
す
。

G
H
Q
が
1
9
4
5
年
9
月
1
日
か
ら
急
遽
「
言
論
弾
圧
」
を
開
始
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
は
、マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
厚
木
基
地
に
到
着
し
た
1
9
4
5
年
8
月
30
日
、

ア
メ
リ
カ
海
兵
団
が
横
須
賀
に
上
陸
し
、
同
日
に
3
件
の
強
姦
事
件
を
起
こ
し
た
事

を
、
封
印
す
る
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。（『
進
駐
軍
ノ
不
法
行
為
』
内
務
省

警
保
局
外
事
課
作
成
）

パ
ー
ル
判
決
書
は
、
東
京
裁
判
後
、
国
連
国
際
法
委
員
会
に
支
持
さ
れ
、

1
9
5
8
年
と
1
9
6
2
年
か
ら
67
年
ま
で
の
間
、
パ
ー
ル
博
士
が
2
度
同
委
員
会

議
長
に
選
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
す
べ
て
を
物
語
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
戦
争
の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
し
、「
法
と
証
拠
」
に
基
づ
き
、
戦
争
に
至
る
歴
史
を
精
査
し
て
、

戦
争
を
回
避
す
る
と
き
が
来
て
い
る
の
で
す
。

記
者
四
：
全
く
同
感
だ
。
ほ
ん
と
う
に
宮
城
の
前
に
額
づ
い
て
、
き
の
う
ま
で
の

自
分
を
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
た
。
…
僕
な
ど
、
今
ま
で
爆
撃
さ
れ
た
と
こ

ろ
を
度
々
見
て
ま
わ
っ
た
も
の
だ
が
、
今
度
、
は
じ
め
て
敵
の
企
画
す
る
爆
撃
に
遭

遇
し
、
大
東
亜
戦
争
の
真
相
に
ぶ
つ
か
っ
た
気
が
し
た
》
と
、
人
種
差
別
が
根
底
に

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

日
本
は
、「
天
皇
を
戴
く
国
体
を
認
め
る
こ
と
を
条
件
」
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受

諾
し
ま
し
た
。

米
国
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
執
行
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
連
合
国
軍
最
高
司
令

官
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
を
創
設
し
、〝
歴
史
改
竄
〞
を
含
む
占
領
政
策
を
実
施
し

ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
政
策
で
、
日
本
人
に
現
在
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
は
、「
図
書

7
7
6
9
点
に
及
ぶ
人
類
史
上
最
大
の
焚
書（
数
千
万
冊
）」と「
メ
デ
ィ
ア
・
国
民（
手

紙
・
電
話
他
）
に
対
す
る
言
論
検
閲
及
び
洗
脳
政
策
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。

1
9
4
5
年
9
月
2
日
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
ー
号
の
艦
橋
に
、
1
8
5
3
年
、
ペ
リ

ー
提
督
が
黒
船
で
来
航
し
武
力
を
ち
ら
つ
か
せ
て
開
国
を
強
要
し
た
と
き
に
掲
げ
て

い
た
「
星
条
旗
」
と
「
1
9
4
5
年
の
星
条
旗
」
を
並
べ
て
掲
揚
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
受
諾
式
を
強
制
的
に
降
伏
文
書
調
印
式
に
変
更
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ペ
リ
ー
提
督
来
航
時
の
「
星
条
旗
」
を
掲
げ
て
い
た
事
で
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
と

の
戦
争
目
的
が
、
永
年
の
夢
だ
っ
た
「
太
平
洋
の
覇
権
」
だ
っ
た
こ
と
が
透
け
て
見

え
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
前
日
の
1
9
4
5
年
9
月
1
日
に
は
、
日
本
が
海
外
と
の
「
目
・
耳
・
口
」

の
役
割
を
担
っ
て
い
た
〝
同
盟
通
信
社
〞
に
対
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
10
項
「
…

言
論
・
宗
教
及
び
思
想
の
自
由
並
び
に
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
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そ
の
最
大
の
障
害
は
、
嘘
を
平
気
で
垂
れ
流
す
国
内
外
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
の
で

す
。G

H
Q
は
、
当
時
影
響
力
の
あ
っ
た
朝
日
新
聞
と
同
盟
通
信
の
脅
威
を
取
り
払
う

た
め
、
両
社
か
ら
「
言
論
の
自
由
」
を
奪
い
如
何
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
腐
心

し
て
い
た
の
で
す
。

朝
日
新
聞
は
、
1
9
4
5
年
9
月
15
日
と
17
日
、
米
国
の
〝
戦
時
国
際
法
違
反
〞

に
関
す
る
鳩
山
一
郎
氏
の
「
原
爆
使
用
批
判
談
話
」
等
を
掲
載
し
て
、
G
H
Q
か
ら

同
9
月
18
日
に
2
日
間
の
発
行
停
止
処
分
を
受
け
、
同
盟
通
信
は
、
指
令
違
反
で
同

9
月
14
日
配
信
停
止
命
令
、
同
10
月
31
日
に
解
散
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
プ
レ
ス
コ
ー
ド
が
発
令
さ
れ
た
同
9
月
19
日
以
前
に
言
論
検
閲
が
す
で

に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
朝
日
新
聞
と
新
し
く
組
織
化
さ
れ
た
共
同
通
信
は
、
完
全
に
G
H
Q
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
か
れ
、
共
同
通
信
は
、
G
H
Q
が
制
作
し
た
「
太
平
洋
戦
争

史
」（
1
9
4
5
年
12
月
8
日
連
載
開
始
）
を
新
聞
各
社
に
配
信
し
、
朝
日
新
聞
は
、

戦
後
の
「
歴
史
認
識
」
を
規
定
す
る
役
割
を
担
っ
た
G
H
Q
制
作
の
N
H
K
日
本
人

洗
脳
ラ
ジ
オ
放
送
『
眞
相
箱
』
の
台
本
作
成
に
加
担
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
13
億
以
上
の
人
口
を
擁
す
る
中
国
は
、
人
類
史
上
最
大
の
「
言
論
弾
圧
」

を
実
施
し
て
い
る
一
党
独
裁
国
家
で
す
。
当
然
、
中
国
の
主
張
す
る
「
歴
史
認
識
」

以
外
は
検
閲
の
対
象
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
1
月
、
ア
メ
リ
カ
人
と
中
国
人
が
、
A
P
A
ホ
テ
ル
の
客
室
に
置

か
れ
て
い
た
同
ホ
テ
ル
オ
ー
ナ
ー
元
谷
外
志
雄
氏
の
著
書
『
理
論 

近
現
代
史
学
Ⅱ
』

の
中
に
、「
南
京
大
虐
殺
」
を
否
定
す
る
記
述
が
あ
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
批
判

動
画
を
投
稿
し
た
こ
と
か
ら
、
中
国
で
S
N
S
が
炎
上
し
中
国
政
府
が
介
入
し
て
き

た
の
で
す
。

中
国
国
家
観
光
局
の
報
道
官
は
「
日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
観
光
客
は
A
P
A
ホ
テ

ル
を
利
用
し
な
い
よ
う
に
」
と
、
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
繰
り
返
し
「
嘘
ニ
ュ
ー
ス
」
と
批
判
し
て
い
る

〝
C
N
N
〞
は
、
同
1
月
25
日
に
「
南
京
大
虐
殺
で
は
大
量
殺
人
や
強
姦
、
略
奪
が

行
わ
れ
、
1
週
間
で
推
定
30
万
人
が
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
…
南
京
大
虐
殺

を
扱
っ
た
文
書
は
豊
富
に
あ
る
。第
2
次
世
界
大
戦
後
の
東
京
裁
判
で
も
議
論
さ
れ
、

2
0
1
5
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
」
と
、
中
国
政
府
の

見
解
を
配
信
し
て
い
ま
し
た
。

「
嘘
ニ
ュ
ー
ス
」
を
配
信
し
て
い
る
〝
C
N
N
〞
の
「
南
京
虐
殺
記
事
」
が
国
際

標
準
に
な
る
こ
と
は
、
文
明
を
原
始
に
逆
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

中
国
が
「
南
京
虐
殺
」
の
証
拠
写
真
と
し
て
提
出
し
た
も
の
は
、
す
べ
て
捏
造
さ

れ
た
も
の
で
、
報
道
写
真
の
原
理
原
則
「
だ
れ
が
・
い
つ
・
ど
こ
で
」
を
充
た
し
た

写
真
は
1
枚
も
な
い
こ
と
を
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
は
認
識
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

実
際
、「
南
京
大
虐
殺
」
と
の
文
言
を
創
作
し
た
の
は
、
戦
時
中
の
歴
史
を
「
改

竄
」
し
て
、
G
H
Q
の
占
領
政
策
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
放
送
し
た
『
眞
相
箱
』

（
1
9
4
6
年
2
月
17
日
放
送
開
始
）
の
台
本
に
、「
こ
の
南
京
の
大
虐
殺
こ
そ
、
近

代
史
上
稀
に
見
る
凄
惨
な
も
の
で
、
実
に
婦
女
子
二
万
名
が
惨
殺
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
」
と
、
放
送
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

詳
細
は
拙
著
『
完
結
「
南
京
事
件
」』
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
、
本
稿
で
は
、
中

国
が
声
高
に
主
張
す
る
「
南
京
城
陥
落
後
6
週
間
で
30
万
人
が
虐
殺
さ
れ
た
」
と
す

る
公
式
見
解
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
南
京
城
内
の
死
体
数
を
検
証
し
「
南
京
大
虐
殺
」

の
真
相
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

実
際
、
1
9
3
7
年
12
月
13
日
の
南
京
城
陥
落
前
後
は
ど
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た

の
か
。

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
七
日
発
同
盟
】 《
七
日
の
A
・
P
南
京
電
は
断
末
魔
の
南
京
の
状

況
を
左
の
如
く
報
道
し
て
い
る
。
南
京
城
外
数
百
の
村
落
は
敗
退
す
る
支
那
軍
の
放
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火
に
よ
っ
て
悉
く
焼
き
払
は
れ
黒
煙
濛
々
と
し
て
空
を
覆
う
て
い
る
、
焼
払
は
れ
た

各
村
落
の
住
民
は
着
の
み
着
の
ま
ゝ
で
南
京
市
内
の
避
難
區
に
陸
續
と
闖
入
、
城
内

の
危
険
區
域
内
の
住
民
も
亦
雪
崩
を
う
っ
て
避
難
區
に
逃
げ
込
み
混
乱
を
極
め
て
い

る
、
市
内
で
は
早
く
も
暴
徒
が
民
衆
の
掠
奪
破
壊
を
始
め
た
。
官
憲
は
暴
徒
に
對
し

て
厳
罰
を
加
へ
既
に
六
名
を
銃
殺
に
付
し
た
が
殆
ど
手
の
つ
け
や
う
の
な
い
有
様
で

あ
る
。・
・
・
》 （
1
9
3
7
年
12
月
8
日
付
：
朝
日
新
聞
）
と
、
中
国
の
反
日
暴
動

を
彷
彿
さ
せ
る
状
態
だ
っ
た
の
で
す
。

蒋
介
石
日
記
も
同
時
期
の
中
国
軍
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
し
た
。《
抗
戦
の

果
て
に
東
南
の
豊
か
な
地
域
が
敗
残
兵
の
略
奪
場
と
化
し
て
し
ま
っ
た
…
撤
兵
時
の

略
奪
強
姦
な
ど
軍
紀
逸
脱
の
す
さ
ま
じ
さ
に
つ
き
、
世
の
軍
事
家
が
予
防
を
考
え
る

よ
う
望
む
の
み
だ
》

（「
1
9
3
7
年
11
月
30
日
の
月
間
総
括
欄
」産
経
新
聞
2
0
0
7
年
5
月
25
日
付
）

と
、
自
軍
に
つ
い
て
無
責
任
な
こ
と
を
記
し
て
い
た
の
で
す
。

1
9
3
8
年
1
月
9
日
付
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
·
タ
イ
ム
ズ
は
《
…
籠
城
戦
の
間
、

市
内
の
街
路
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
中
国
人
負
傷
者
の
見
ら
れ
た
の
が
、
全
体
の
悲
劇

的
な
様
相
を
も
っ
と
も
凄
惨
な
も
の
に
し
て
い
た
。
負
傷
し
た
男
た
ち
が
不
自
由
な

足
を
引
い
て
歩
き
ま
わ
り
、
身
を
ひ
き
ず
る
よ
う
に
し
て
小
路
を
歩
い
て
お
り
、
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
は
何
百
人
と
な
く
死
ん
で
い
っ
た
。
…
日
本
軍
が
市
を
占
領
す

る
と
、
戦
傷
者
救
護
委
員
会
は
た
だ
ち
に
国
際
赤
十
字
の
支
部
と
し
て
再
編
さ
れ
外

交
部
の
建
物
内
に
あ
っ
た
中
国
陸
軍
病
院
を
接
収
し
た
。
配
置
で
き
る
輸
送
手
段
は

す
べ
て
市
内
全
域
に
派
遣
さ
れ
て
、
負
傷
し
た
中
国
兵
を
運
び
こ
ん
で
き
た
。
市
内

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
中
国
人
医
師
と
看
護
婦
が
集
め
ら
れ
て
、
こ
の
病
院
で
仕
事
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
、
日
本
軍
は
こ
の
病
院
の
活
動
を
自
由
に
さ
せ
て
い
た

が
、
十
二
月
十
五
日
水
曜
日
の
朝
に
な
る
と
、
外
国
人
の
立
ち
入
り
を
阻
止
し
、
入

院
中
で
あ
っ
た
五
〇
〇
人
の
中
国
兵
の
運
命
に
つ
い
て
は
何
ら
の
言
明
も
お
こ
な
わ

な
か
っ
た
》
と
、
日
本
軍
が
中
国
軍
負
傷
兵
を
救
済
し
て
い
た
こ
と
を
報
道
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
同
記
事
で
指
摘
し
て
い
た
「
中
国
軍
負
傷
兵
5
0
0
人
」
に
関
し

て
は
、
日
本
軍
衛
生
兵
が
献
身
的
に
治
療
し
て
い
る
決
定
的
な
写
真
が
、
1
9
3
7

年
12
月
20
日
・
林
特
派
員
撮
影
と
し
て

『
支
那
事
変
画
報
：
第
11
集
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
（
下
に
掲
載
の
写
真
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
南
京
城
内

の
死
体
数
を
、
1
9
3
8
年
4
月
16
日

付
、『
大
阪
朝
日
新
聞
：
北
支
版
』
は
《
南

京
で
ま
ず
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
敵
の
遺
棄
死
体
で
あ
っ
た
、
…
そ

こ
で
紅
卍
会
と
自
治
委
員
会
と
日
本
山

妙
法
寺
に
属
す
る
わ
が
僧
侶
ら
が
手
を

握
っ
て
片
づ
け
は
じ
め
た
、
…
人
の
忌
む

悪
臭
を
つ
い
て
日
一
日
の
作
業
は
つ
づ

き
最
近
ま
で
城
内
で
一
千
七
百
九
十
三

體
、
城
外
で
三
萬
三
百
十
一
體
を
片
づ
け
た
…
》
と
あ
り
、
こ
の
南
京
城
内
の
死
体

数
「
1
7
9
3
体
」
を
証
明
で
き
る
一
次
資
料
は
、
中
国
が
東
京
裁
判
に
提
出
し
て

い
た
紅
卍
会
の
「
埋
葬
死
体
数
一
覧
表
」
を
作
成
す
る
た
め
の
「
南
京
城
内
個
別
埋

葬
記
録
」
と
、
合
致
し
た
の
で
す
。

偽
証
罪
の
な
い
東
京
裁
判
で
検
察
側
が
証
拠
と
し
て
提
出
し
た
埋
葬
団
体
は
2

団
体
で
、
11
万
2
2
6
6
体
の
死
体
を
整
理
し
た
と
称
す
る
崇
善
堂
に
関
し
て
は
、

1
9
8
5
年
8
月
10
日
付
、
産
経
新
聞
の
ス
ク
ー
プ
記
事
で
、
阿
羅
健
一
氏
が
当
時

の
中
国
側
資
料
を
精
査
し
て
「
崇
善
堂
は
埋
葬
活
動
を
し
て
な
か
っ
た
」
こ
と
を
証

明
し
、
死
体
整
理
数
「
ゼ
ロ
」
が
確
定
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
朝
日
新
聞
の
記
事
と
紅
卍
会
の
南
京
城
内
で
の
「
死
体
数
1
7
9
3

体
」（
男
1
7
5
9
体
・
女
8
体
・
子
供
26
体
）
が
、
一
桁
ま
で
一
致
し
た
こ
と
で
、

南
京
城
内
の
死
者
数
は
、
30
万
体
で
は
な
く
「
1
7
9
3
体
」
が
確
定
し
た
の
で

す
。
こ
の
数
値
は
、
1
9
3
7
年
12
月
14
日
に
南
京
城
内
に
い
た
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ

ム
ズ
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
記
者
が
配
信
し
た
記
事
「
通
り
に
は
死
体
が
散
在
し
た
が
女

性
の
死
体
は
な
か
っ
た
」（
1
9
3
7
年
12
月
18
日
付
） 

と
、ほ
ぼ
合
致
し
て
い
ま
す
。



29 ● 謀略に！翻弄された近現代　誇れる国、日本〔Ⅹ〕

「1937南京」日米中歴史戦完結優秀賞

南
京
城
内
の
民
間
人
（
婦
女
子
）
と
特
定
で
き
る
死
者
数
は
〝
34
人
〞
だ
っ
た
の
で

す
。
こ
の
『
34
人
』
に
関
し
て
も
、
前
述
し
た
南
京
城
陥
落
前
後
の
無
政
府
状
態
だ

っ
た
、
騒
乱
の
中
で
の
犠
牲
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
日
本
軍
が
殺
害
し

た
と
特
定
で
き
る
民
間
人
は
「
ゼ
ロ
」
だ
っ
た
の
で
す
。

東
京
裁
判
以
降
、紅
卍
会
の
総
死
体
整
理
数
は
、南
京
城
内
外
合
計
「
4
3
0
7
1

体
」で
し
た
が
、紅
卍
会
個
別
埋
葬
記
録
を
計
算
し
た
結
果
、実
際
に
は「
3
3
7
3
3

体
」
で
、「
9
3
3
8
体
」
も
水
増
し
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
日
本
軍
と
戦
っ
た
中
華
民
国
の
『
何
上
将
抗
戦
期
間
軍
事
報
告
書
』

（
1
9
6
2
年
）
に
添
付
さ
れ
て
い
る
「
國
軍
抗
戦
官
兵
傷
亡
統
計
表
」（
1
9
4
0

年
）
の
南
京
攻
略
戦
将
兵
死
亡
者
数
「
3
3
0
0
0
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
の
で
す
。

『
南
京
市
政
概
況
』（
中
華
民
国
27
年
度
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
【
掩
埋
】（
埋
葬
）

と
記
載
さ
れ
中
華
民
国
27
（
1
9
3
8
）
年
に
活
動
を
再
開
し
た
団
体
は
、「
明
徳

慈
善
堂
」「
衆
志
復
善
堂
」「
公
善
南
堂
」「
崇
仁
善
堂
」「
同
善
堂
」「
徳
正
恤
燼
會
」

の
六
団
体
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
六
団
体
は
南
京
陥
落
後
約
6
カ
月
以
上
活

動
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
国
が
主
張
す
る
「
南
京
大
虐
殺
30
万
人
」
は
、
白
髪
三
千
丈
の
政
治
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
決
定
的
な
の
は
、
所
謂
「
南
京
大
虐
殺
の
最
中
」
の
1
9
3
8
年
1
月

26
日
に
開
催
さ
れ
た
、〝
国
際
連
盟
理
事
会
〞
で
顧
維
欽
中
国
政
府
代
表
が
南
京
で

「
2
万
人
の
虐
殺
と
数
千
の
女
性
へ
の
暴
行
」が
あ
っ
た
と
演
説
し
、国
際
連
盟
の「
行

動
」
を
要
求
し
て
も
、
国
際
連
盟
理
事
会
は
中
国
の
「
政
治
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
と
見

抜
き
無
視
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
2
0
1
6
年
5
月
27
日
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
広
島
を
訪
れ
て
原
爆
犠
牲

者
に
「
謝
罪
」
し
た
こ
と
で
、
日
米
間
の
わ
だ
か
ま
り
が
消
え
、
米
国
は
「
南
京
大

虐
殺
」
で
原
爆
使
用
を
相
殺
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
20
世
紀
最
大
の
「
嘘
」
は
、

す
で
に
歴
史
的
な
役
割
を
終
え
た
の
で
す
。


